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PCR法 と他法の測定値の間には有意な相関が得られた(DNAプローブ法;ｒ = 0.630、TMA法 ; r = 0.681、ア
ンプリコアモニター法; r = 0.715)。治療開始12週後、血清の得られた19例中、DNAプローブ法では16例
(84％)、TMA法では12例(63%)、アンプリコアモニター法では6例(32%)でHBV DNAが検出感度以下となった。
それに対しリアルタイムPCR法でHBV DNAが検出感度以下となったのは2例(11％)であった。3例で治療開始
8～9ヶ月後にラミブジン耐性株の出現を認めた。耐性株出現前、HBV DNAはリアルタイムPCR法の測定限界以
上であり、耐性株によるALTの再上昇を認める前に血中HBV DNAの増加が確認された。 
以上より、高感度の定量法であるリアルタイムPCR法は、ラミブジン治療中のHBV DNAの測定法として、治
療効果の判定および耐性株の早期検出において有効であった。 
この成績は、B型肝炎ウイルス感染症に対する治療方針の決定や予後判定に寄与することから、著者は博士
(医学)の称号を授与されるに値するものと判定した。 
 
